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国
外
逃
亡
を
図
っ
た
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
・
ビ
シ
ャ
ラ
被
告
人
（
以
下
「
ゴ
ー
ン
被
告
人
」
と
い
う
）
の
言
動
が
、
国
際
社

会
で
大
き
く
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
の
司
法
制
度
と
い
う
、
現
代
国
家
を
基
礎
づ
け
る
価
値
観
に
深
く
か
か
わ
る

問
題
に
対
し
て
、
「
不
正
義
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
言
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
で
、
日
本
及
び
日
本
人
に
対

し
て
今
後
大
き
な
不
利
益
を
与
え
か
ね
な
い
。 

 

プ
レ
ゼ
ン
能
力
が
高
い
ゴ
ー
ン
被
告
人
が
、
一
方
的
に
、
日
本
の
司
法
制
度
が
「
不
正
義
」
だ
と
言
い
続
け
て
い
る
現
状
を

放
置
す
る
こ
と
は
、
日
本
が
人
権
後
進
国
で
あ
る
レ
ッ
テ
ル
を
国
際
社
会
か
ら
貼
ら
れ
る
危
険
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
看
過
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
ゴ
ー
ン
被
告
人
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
物
代
理
人
と
予
備
交
渉
に
入
っ
た
と
い

う
報
道
も
あ
り
、
今
後
、
米
国
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
映
画
化
ま
で
懸
念
さ
れ
る
。
仮
に
、
在
イ
ラ
ン
ア
メ
リ
カ
大
使
館
人
質
事
件

を
題
材
と
し
た
映
画
で
、
第
八
十
五
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
受
賞
作
品
で
あ
る
「
ア
ル
ゴ
」
の
よ
う
な
映
画
が
製
作
さ
れ
て

し
ま
っ
て
は
、
日
本
国
内
で
ど
の
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
よ
う
と
、
ゴ
ー
ン
被
告
人
は
正
義
で
、
日
本
が
「
不
正
義
」
と
い
う

認
識
が
国
際
社
会
に
広
が
り
か
ね
な
い
危
険
が
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
歴
史
問
題
を
は
じ
め
、
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
立
場
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
問
題
へ
の
こ
れ
か
ら
の
対
処
に
お
い
て
も
、
日
本
の
立
場
が
決
定
的
に
不
利
益
な
立
場
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へ
と
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
。 

 

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
及
び
日
本
人
の
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
う
べ
き
で
、

日
本
の
司
法
制
度
が
、
「
不
正
義
」
な
制
度
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
国
際
社
会
に
合
理
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
ゴ

ー
ン
被
告
人
も
、
日
本
の
司
法
制
度
が
「
不
正
義
」
だ
か
ら
、
日
本
で
裁
判
を
受
け
た
く
は
な
い
と
主
張
す
る
一
方
、
自
身
の

汚
名
を
雪
ぎ
た
い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
や
身
の
潔
白
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
身
の
問
題
に
対
し
て
白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
い
う
意
思
は
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

ゴ
ー
ン
被
告
人
の
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
等
日
本
の
法
律
に
基
づ
く
と
と
も
に
、
有
罪
判
決
の
場
合
に
日
本

と
同
様
の
刑
罰
が
課
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
日
本
国
外
で
、
日
本
側
及
び
ゴ
ー
ン
被
告
人
側
が
裁
判
官
候
補
者
五
名
を
出

し
、
そ
の
相
手
側
候
補
者
か
ら
日
本
側
及
び
ゴ
ー
ン
被
告
人
側
双
方
が
各
一
名
の
裁
判
官
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
両
者
が

合
意
す
る
者
一
名
の
合
計
三
名
の
裁
判
官
か
ら
構
成
す
る
裁
判
体
に
、
起
訴
事
実
の
存
否
を
判
断
す
る
裁
判
を
行
う
こ
と
を

可
能
と
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
、
政
府
と
し
て
検
討
す
る
か
。 

二 

前
記
裁
判
の
た
め
に
、
没
収
さ
れ
た
ゴ
ー
ン
被
告
人
の
保
釈
保
証
金
十
五
億
円
の
範
囲
内
で
予
算
に
充
て
る
こ
と
を
、
政
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府
と
し
て
検
討
す
る
か
。 

三 
推
定
無
罪
の
原
則
の
下
、
検
察
官
が
有
罪
立
証
し
な
い
限
り
、
結
局
、
国
際
社
会
に
お
い
て
ゴ
ー
ン
被
告
人
は
無
罪
で
あ

る
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
及
び
日
本
人
が
「
不
正
義
」
の
権
化
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
を
甘

受
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な
い
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
政
府
と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
の
矜
持
を

か
け
て
、
日
本
の
刑
事
司
法
が
「
不
正
義
」
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
国
際
社
会
に
理
解
さ
せ
る
意
思
は
あ
る
か
。 

四 

前
記
意
思
を
政
府
が
有
し
て
い
る
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
国
際
社
会
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
か
。 

五 

森
ま
さ
こ
法
務
大
臣
が
、
米
国
の
新
聞
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
寄
稿
に
お
い
て
、
「
検
察
官
は
十

分
な
証
拠
が
あ
り
、
重
要
な
事
件
に
限
っ
て
起
訴
を
す
る
」
と
い
う
日
本
の
刑
事
司
法
の
正
義
の
根
幹
を
な
す
主
張
を
行
っ

て
お
り
、
正
に
こ
の
点
を
国
際
社
会
に
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
日
本
国
内
の
裁
判
が
不
可
能
な
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、

拘
る
べ
き
は
、
日
本
国
内
で
の
裁
判
で
は
な
く
、
裁
判
に
よ
る
有
罪
立
証
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


